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改宗を正当化する語りの論理

――ブラジル北東部における天理教を事例に一―

山 田 政 信

はじめに

ブラジルでは他のラテンアメリカ諸国と同様,その宗教的風土において

カトリックが支配的な影響力を持っているが,19世紀末からいくつかの新

宗教運動が現れるようになり,今日では宗教の多元的な共存状況が生み出

されてきている1)。 こうしたなか,日 本の新宗教は,戦後に布教を開始 し

た生長の家,世界救世教,PL教 団,創価学会などが都市住民を中心に教

勢を伸ばしており,日 系人のみならず非日系人の間でも受容の度合いが高

いの。たとえば生長の家だけをみても信者数は約250万 人を数え,約 100万

人いるだろうと見られている日系人人口をはるかに越えている。ブラジル

の宗教的風土において日本の新宗教が持っている影響力には看過できない

ものがあるといえるだろうめ。

本稿は,ブ ラジル北東部の天理教に改宗した非日系ブラジル人を対象に

した調査に基づき。,信者らが自らの改宗について事後的に語る語 りの様

式,換言すれば改宗りを正当化する語りの論理を考察する。

天理教は1929年 にブラジル布教を開始 し, 日本の新宗教のなかではいわ

ば老舗の教団の一つといえるが,生長の家をはじめとする上記の教団と比

べると教勢はそれほど伸びているとは言えない。ブラジルの天理教にかん

する先行研究では,前山隆 [1978]や森幸一 [1985]ら が日系人社会の精
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神的紐帯としてこの教団が受容されていることを論 じたが,こ のことは天

理教が非日系人に十分浸透してこなかったことの一つの要因でもある。天

理教のブラジルにおける「聖地」として位置づけられる天理教ブラジル伝

道庁 (サ ンパウロ州バウルー市)で月に一度行われる月次祭に参拝 してい

る人々の姿を眺めてみても,両研究者が指摘 した当時の状況は現在でもさ

ほど変化していない。また,天理教教会の分布地域は,かつて日本人移民

の入植先であったサンパウロ州やパラナ州などの南東部に集中しており,

当教団の活動が日系人社会を基盤にしてきたことが容易に看取できる0。

これに対して,ブラジル北東部における天理教の展開には着目すべき点

があるつ。この地における天理教は,1979年 にノルデステ芳洋教会が設立

されて以来,徐 々に非日系ブラジル人信者を獲得 し,調査時点では約200

人の信者数のうち非日系信者が約 8割 を占めるようになっている。ここで

の天理教は,前山らの論 じたエスニック的特殊性を離れた活動を展開して

いると理解することが可能である。

非日系ブラジル人の天理教への改宗の事例を眺めると,改宗を正当化す

る際の語 り (以下,「語 り」)に は違いがみられる。その違いは,彼 らの以

前の宗教の信仰体系の理解の仕方に関わつていると思われるが,そのこと

を分析するために,本稿ではエスピリト (espiritO)的 に着目する。なぜな

ら,信仰体系においてエスピリトは重要な位置を占めており,エスピリト

が「語 り」の違いを生む要因の一つとして考えられるからである。エスピ

リトのあり方 ―エスピリトの様態論― は,宗教によって異なった理解

のされかたがあり,それが信者にとって各宗教間にみられる災いの原因究

明と救済の論理に差を生んでいるとみられる。筆者は,信者たちがエスピ

リトと「災いと救済」の関わり方を論ずる,その論じ方を「エスピリトの

災因 。救済論」と呼ぶことにする9。

本稿の構成は次のようになっている。第 I章で「語 り」から導き出され

るブラジルの既存の宗教と天理教における思考様式を概観することでエス

ピリトの災因・救済論の三つの形態を導き出す。第Ⅱ章では,天理教への
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改宗が以前の信仰を補完して語られる場合と否定して語られる場合とに分

けて4つ の改宗の事例を取 り上げる。そして,結論ではエスピリトの災

因 。救済論の議論に立ち返って,信者らの「語 り」の論理を整理 しながら

今後のブラジルの天理教の展開について論 じることにしたい。

I エスピリトの災因・救済論とエスピリトの進化

さて,エ スピリトの災因 。救済論を考察する上で,エ スピリトの進化

(evolucaO espiritual)と いう考え方が有効な視点を提供 してくれる。エ

スピリトの進化とは,19世紀半ばにフランスで生まれた心霊主義運動のカ

ルデシズム (Kardecismo)の 用語である。この運動は,19世紀末までに

はブラジル南東部に伝えられ,現在ではブラジル各地の都市の中産階級を

中心に受容されている。カルデシズムでは,こ の用語を次のように説明し

ている。すなわち,神 によって造られたゼロの点 (o ponto zero)で は
,

あらゆるエスピリトは不完全なものだった。エスピリトは自由意志 (livre

_arbitriO)に よって生成流転 した結果,あ るエスピリトは善を行い,あ る

エスピリトは悪に陥った。この世における不平等はそうしたエスピリトの

進化の度合いによって決定されている [Cavttcante 1990:150-151]。

松岡秀明 [1993,1997]は ,エ スピリトの進化Ю)と いう考え方が世界救

世教 (以下,救世教)と カルデシズムの教義において連続 していることに

注目し,救世教のブラジル社会における受容の要因を分析 した。この考え

を筆者の調査結果に適用してみると,天理教とカルデシズムの間にも連続

性がみられ,それがブラジル人に天理教を受容させる要因の一つとして大

きな役割を果たしているということに気づかされる。天理教における人類

の創世神話である「元の理」では,人 間は陽気に暮らすことを目的に
,

「′いの自由」を許された者として神によって造られた。人間は,神の守護

のまにまに成長を遂げてきたが,「′いの自由」さゆえに気侭な考えを起こ

し,心 に「埃」を積んできた。「埃」が掃除されることなくうず高 く積

もった結果,「いんねん」 (causalidade)と なり,災いの元となっている。
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すなわち,こ の世における幸・不幸は「いんねん」 とそれを作 り出してい

る「′いの成人」の度合いによる,と される [天理教教会本部編 1974]。 こ

のようにカルデシズムと天理教の言説を比較すると「自由意志」と「′いの

自由」(a liberdade de esplnto),「 エスピリトの進化」と「′いの成人」

(evolucaO espirttual あるいは maturagaO espiritual)と いう言葉がそれ

ぞれ文寸応していることが分かるだろう。カルデシズムと天理教におけるこ

うした教理の連続性は,カ ルデシズムを学んだ人々にとって天理教の理解

を容易にさせている。また,カ ルデシズムを学んでいなくても,天理教に

改宗した人々は「′と、の成人」を重要な信仰上の目標であると考えるように

なっており,「エスピリトの進化」の考え方が信仰者としてあるべき姿に

近づくための努力目標となっている。

ところで,面接調査では天理教が「神様に一番近い道」あるいは「究極

的な教え」であると一様に語られる。これは,天理教が従来の諸宗教で教

えられなかった最後の一点を明らかにする教えであるという意味で用いら

れている「だめの教え (最後の教え)」 の考え方である。彼らは教団から

示された言説を最初は受動的に受け入れたにせよ,事後的に自らの宗教遍

歴を「だめの教え」の枠組みで再解釈している。それは,自 らの辿つてき

た様々な宗教を序列化し,後で述べるように階層構造的に位置づける作業

でもある。そのような序列化は,個人の宗教遍歴を時系列に並べた順番に

概ね従っているといえる。質問紙調査の結果をもとにして個人の天理教に

至るまでの宗教遍歴をパターン化してまとめたのが表 1である。

さて,時系列に従って序列化された個人の宗教遍歴は,やがて「だめの

教え」たる天理教を上位においた階層構造的な枠組みによつて解釈される

ようになる。天理教に改宗した人々による階層構造的な宗教の位置づけは
,

彼らが理解している宗教のエスピリトの様態論に関わつている。面接調査

の結果をまとめると,エスピリトのあり方は大まかに三つに分かれており,

信者たちは様々なエスピリトを下位から上位に位置づけていることが看取

される。それらをまとめると次のようになる。
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表 1 個人の宗教遍歴のパターン

宗教遍歴

タヾー 3

(人 数 )

力 円 ック⇒ アフレプラ刀 アン宗教
¬ 慨 iふり■ )勒

レデシズム
デ 脇

吟天理あ

A(32) ○ ⇒  ―  ⇒ ― 吟 ― 吟 ― ⇒ ◎

B(2) ○ 吟  ―  ⇒ ― ⇒ ○ 吟 ― ⇒ ◎

C(2) 00 0 吟 ― ⇒ ○ ⇒ 一 ⇒ ◎

D(1) ○  吟    ○    ⇒   ―   ⇒  ○  ◇PL教団吟 ◎

E(2) ○ 吟  ―  吟 ○ ⇒ ― ⇒ ― ⇒ ◎

F(1) ―  ⇒    ―    吟   ○   ⇒  ○  ⇒ 救世教 ⇒ ◎

注 :表に示した宗教は,左から右に個人の遍歴を時系列で並べたものであり,筆者の調査で

は右から左への事例は見られなかった。しかし,カ トリックとカルデシズムの両方を同時進行

的に信仰していたというパターンもいくつか見られる。○は,その宗教の信者であったことを

示し,◎ は現在信仰している宗教を示している。

まず,下位にアフロブラジリアン宗教が奉じるアフリカの神々や先住民

の精霊,キ リス ト教で説かれる悪魔などの様々なエスピリトが置かれる。

天理教に改宗した人々は,こ こで示 しているエスピリトがそれらの宗教に

おいて実体視されており,い わば外在的な「エスピリト (霊 )」 として理

解されているのだと説明する。20世紀初頭に始まったブラジルのペンテコ

スタリズムでは,こ れらは悪魔あるいは悪霊と呼ぶべきもので,災いの原

因になるとみなされており,キ リス トの名において決別することが救済に

つながると考えられている。現在のカトリック教会では悪魔払いは一般的

でないが,近年カリスマ刷新運動 (Renovacao Carismitica Cat6hca)の 運

動が盛んになっており,そ こではペンテコスタリズムとほとんど見分けが

つかないような悪魔払いの説教が行われている11)。 また後述するように
,

フォークカトリシズムでは聖人がイ国人の災厄に救いの手をさしのべる存在

として信仰を集めている。これらは救済を行なう「徳の高いエスピリト」

として理解されており,災いをもたらすエスピリトの対概念になっている。

これらのエスピリトによって説明される災因および救済の論理を「外在す

る霊の災因・救済論」としておく。

次に,カ ルデシズムではエスピリトには悪魔や悪霊等は存在せず,人間
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のエスピリトしかないと説いてお り,その点でアフロブラジリアン宗教や

ペンテコスタリズムを遅れた教義であるとみなす傾向がある[Brown 1986:

21]。 カルデシズムの考え方では,災 いは本人のエスピリトが輪廻転生

(reencarnacao)す るなかで形成 してきたカルマ (carma)に よるもので

あるがゆえに,災いの原因となるカルマを持った本人に災因が帰着するこ

とになる。カルデシズムでは救済の指導者は死者の「霊」を招 く霊媒であ

り,災いに苦悩する個人は,霊媒によってパ ッセ (passe)と 呼ばれる霊

の浄化を行い,慈善活動に参加して「′い」を磨 くことによって救済される

と考えられている。ここではエスピリトには人間に内在する「′亡ヽ」と外在

する「霊」があると見なされるといえるだろう。カルデシズムの災因 。救

済論は,「外在する霊の災因・救済論」の考え方と,次に述べる「′いなお

しの災因・救済論」の考え方の両方を合わせ持っているのである。

さて,天理教では本人の「い́」と「いんねん」が災いと救済に関わると

教えられ,エスピリトとは内在的にしか存在しない人間の「′さ」となる。

「いんねん」はカルデシズムの「カルマ」と共通性があり,信者らは同様

のものと見なしている。「いんねん」や「カルマ」はエスピリトが生まれ

変わりを経験するなかで永きにわたって形成する災いの原因であると考え

られているが,救済はあくまでも本人の「′と、」の持ち方に帰一する。これ

は, 日本の新宗教にみられる「′亡、なおし」と呼ばれる思考様式に通底 して

いる。「′いなおし」とは,個人の救いや幸福の実現のための倫理的基盤で

あって,自分自身の心のあり方を変えることによって神の守護を得ようと

する多くの日本の新宗教に共通する考え方である [島薗 1996]。 このよ

うな考え方による災因・救済論をここでは「′亡、なおしの災因・救済論」と

する。

このように眺めると,天理教に改宗した人々がエスピリトの進化に応じ

て事後的に諸宗教を位置づける仕方は,ア フロブラジリアン宗教,カ ト

リック,ベ ンテコスタリズムを下位に,カ ルデシズムを中位に,そ して天

理教を上位に置く階層構造になっていることがわかるだろう。
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図1 天理教信者の語りから導き出される「エスピリトのピラミッド」

「心なお しの災因 。救済論」

「カルデシズムの災因 。救済論」

「外在す る霊の災因 。救済論」

以上の解釈の仕方を概念図として示したものが図 1である。天理教に改

宗した非日系ブラジル人たちは,「だめの教え」としての天理教に改宗 し

て学んだ災因・救済論を上位に置くピラミッドを構成し,過去に各々が遍

歴 した宗教の災因・救済論を階層づけて解釈しているとみられるのである。

Ⅱ 事例分析

さて,筆者の調査の事例を眺めると改宗によって新たな宗教を選びとる

場合には,本人が以前の宗教をある部分で,あ るいは全てを否定する必要

がない場合と,全面的に否定する場合とがみられる。また,改宗するのは

新たな宗教が本人の宗教的欲求の不足を補うことができるから,あ るいは

以前の宗教にはなかった全 く新 しい要素を付加することができるから,と

本人が考えている場合もみられる。事例の「語 り」では,実際のところ
,

これらの特徴は混在していることが多い。そのことは,改宗とは様々な条

件が複合的に折 り重なった結果成立するものだということを示唆している

と思われる。しかし,本人が以前の宗教と天理教とをどのように折 り合い

をつけるのかに注目してみると,便宜上,改宗が以前の信仰を補完するの

だと語る場合と,逆 に改宗することによって以前の信仰を否定的に語る場

合とに分けることができる。「補完」と「否定」という特徴は,「語 り」で

より強調 して語られた部分なのである。ここでは前者を「補完的タイプ」,

後者を「否定的タイプ」と呼ぶことにし,以下では,「語 り」を具体的な

本人の 「心」

(天理教 )

人の 「心」

(カ ルデシズム)

様々な精霊、悪霊、悪魔、死者の 「霊」

(ア フロプラジリアン宗教)(カ トリック)(ベンテコスタリズム)
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事例を通して検討することにしよう。

1 補完的タイプの改宗の事例

補完的タイプの改宗の「語 り」を特徴づけるものは,苦悩の克服よりも

宗教的な探求心である②。ここでは,経典的カトリシズムとカルデシズム

からの改宗の事例を撃 り上げる。経典的カトリシズムとは,聖書に書かれ

た言葉を信仰の根拠に置いているとみられるカトリック信仰を筆者が作業

仮説的な用語として使っているものである。このタイプでは,聖書やカル

デシズムの聖典で示された預言を天理教の教えが完結させると理解されて

いる。その結果,以前信仰 していた宗教と天理教をヒエラルキカルな構造

に位置づけて,天理教を上位に置いていることが見て取れる。

(1)教典的カ トリシズムの場合

57歳の女性ホザナ10は熱心なカトリック信者である両親に育てられ,本

人も熱心なカトリック信者だった。1991年 に天理教に改宗して,調査時点

で 6年 目になる。彼女は友人の紹介で天理教の教会を訪れ,改宗すること

にした。しかし,改宗にあたって解決すべき問題を抱えていたわけではな

かった。彼女の夫はカトリック信者で日曜日のミサにはほとんど欠かさず

通つている。彼女が天理教に改宗したことに反対しておらず,む しろ彼女

の誘いに応 じて天理教の教会にも参拝 している。また,1995年 に彼女が

「おぢばがえり」 し,「用木」になってブラジルに帰国してから人を治す

(curar)こ とができるようになって良かった,と 評価 している14)。 さて
,

彼女は自分自身の改宗について次のように語る。

「6年前から職場の友人が事あるごとにこの道 (天理教)に は真理

(verdade)があると話 してくれていたのです。……ある時,同郷の

人たちから私が年をとってカトリックを捨てて他の宗教にはいってし

まったと言われたことがあるんです。その時,『たくさん宗教があつ

ても,行 き着 く先はひとつ。神様は一つで,私は神様に通じる辿るべ

き道を見つけただけなの。』と伝えました。その時友人達は少し考え

込んで,そ んなにその宗教がいいのと聞いたので,『それはそうよ
,
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私が真理を見つけることができたからよ。』と答えました。」

彼女には特記すべき個人的な悩みはなかったが,友人に誘われるがまま

に天理教の教会をのぞいてみた。訪れた日はちようど月次祭の祭典が勤め

られる日で,黒い紋付きの「おつとめ着」を身につけた日系人や非日系ブ

ラジル人の姿が眼に入った。友人の説明とその場の雰囲気に引かれ,彼女

はその年ノルデステ芳洋教会で行われる5日 間の教義講習会に参加し,そ

の後,伝道庁で行われる lヶ 月間の修養会に参加した。教義講習会や修養

会では集中的に教理の学習に励むが,彼女はそこで「真理」を見つけたの

だと言う。では,彼女にとって「真理」とは,どのようなことを意味 して

いるのだろうか。彼女はカトリック教徒として聖書に慣れ親しんできた。

聖書において「真理」は,次の章句で象徴的に表現されていると思われ

る19。

「イエスは言われた。わたしは道であり,真理であり,命である。わ

たしを通らなければ,だれも父のもとに行 くことができない。」 [ヨ ハ

ネ 14:4-6]
ところで,彼女が「真理」で表現しようとしているのは,聖書における

父のもとに通 じる「道」としてのイエスではないようだ。彼女が語る「真

理」とは,も はや聖書に現れた「真理」を上揚 した何物かなのである。彼

女はそのことを次のように語っている。

「96年 にオデバ10に帰 りました。夜,神殿に着いたのですが,人間の

宿 し込みの場所を間近に見ることができたのです。そのとき,『真

理』を感 じたんです。人間の誕生の場所がわかつたんです。カトリッ

クでは疑間がつきまとっていたんです。『神は愛』ということは聞か

されていました。でもそのほかにも知らなければならないことがある

と感 じていたんです。私たちはそれによって生かされているんで

す。」

彼女は,聖書に書かれた「真理」としての神や愛,そ してイエスではな

く「そのほか」のものを求めていた。それは天理教信者にとって「人間の
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宿 し込みの場所」とされる奈良県天理市の「おぢば」だった。彼女は「真

理」を発動する「人」ではなく,「場所」をも求めていたことをそこで自

覚したといえる。彼女にとって,経典的カトリシズムには天理教で説かれ

るような「場所」としての「真理」が意識されていなかったのである。一

方,彼女の夫が評価 しているように,用 木となった彼女は「おたすけ」1つ

に励むようになった。天理教における救済の発動原理となっている人類創

造の物語である「元の理」の舞台は「おぢば」が中心となっており,「お

たすけ」の場では「元の理」をもとに「′亡、なお し」が説かれているB)。

「おぢば」という場所としての「真理」は天理教における「心なおし」の

根幹なのである。ホザナの天理教への改宗は,本人が「真理」という言葉

の聖書的意味を止揚し,新 しい文脈の中に位置づけるというプロセスを経

ることによって正当化されたといえる。彼女にとって「真理」の再解釈は
,

自らの改宗の正当化の重要な要因となり,そ れによって「′亡、なおしの災

因・救済論」が獲得されたといえる。

もう一つ,50代後半の男性ホベル トの事例をみておこう。彼は妻の病気

の快癒を念じて1984年 に改宗した。その頃の彼はカトリック教会から丁度

足が遠くなりだしていた。カトリシズムが時代に適合的ではなくなり,そ

れに代わる新 しくて深い教えが必要だと考えるようになっていたからだと

いう。レシーフェは,解放の神学の実践を教育の側面で支えたパウロ 。フ

レイレが生まれたところで,解放の神学の活動拠点としても重要な場所と

いえる。解放の神学は,具体的には都市部から離れた農村地域に生活基礎

共同体を作 り,「意識化」 (conscientizacao)に よって民衆の教育を目指 し

ている19)。 しかし, レシーフェに限ることなく,都市部ではカトリック教

会のそうした試みが実感されることは極めて少ない。それゆえ,ホ ベル ト

がカトリシズムが時代に則さなくなったと語ったことは,都市の住民が

持っているカトリック教会に対するイメニジの一例である。

さて,彼は天理教を知ることで自分の求めていた宗教に出会ったという

認識を持った。それは,他 ならぬ「聖書」を根拠としてであった。聖書の
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次の章句が彼に天理教の正当性を与えることになったのである。

「勝利を得る者を,わたしの神の神殿の柱にしよう。彼はもう決して

外へ出ることはない。わたしはそのものの上に,わたしの神の名と
,

わたしの神の都,すなわち神のもとからでて天から下つて来る新しい

エルサレムの名,そ して,わたしの新しい名を書き記そう。」 [黙示録

3:12]

彼は,「勝利を得る者」とは「親神」であり,その「柱」とは「甘露台」,

「新 しいエルサレムの名」と「私の新しい名」が「天理工命」であると説

明する20。 そして聖書のこの章句は,それまでの彼の認識を確固たるもの

にさせた。聖書では,人間の創造に関する「場所」は預言に止められてい

た。将来において神が働 く場であろう「わたしの神の神殿」は彼にとって

「おぢば」を示唆するものであり,彼はそれを預言の確証として実感し,

彼が必要としていた「場所」を見つけたと考えたのである。

経典的カトリシズムからの改宗のパターンは,個人が「聖書」の語 りを

預言として読みとって,カ トリシズムを再解釈する過程だと理解すること

ができる。「人間の宿し込みの場所」,す なわち「おぢば」という極めて土

着的な特性が聖書的意味を上揚 した「真理」の場所であると受けとめられ,

その「真理」の根拠である「親神」が唯一神として理解される。この次元

において経典的カトリシズムは天理教によって補完され,改宗者らの正当

化の論理が成立する。

(2)カ ルデシズムの場合

カルデシズムは,フ ランス人デニザー・イッポリト・レオン・リヴェイ

ユが若い二人の霊媒師とともに「真理の聖霊」 (Esp"ito da Verdade)を

降霊させ,霊の語 りを筆記した『聖霊たちの書』 (O livrO dOs espiritos)を

フランスで1860年 に著したことに始まっている。19世紀末までにはプラジ

ルに伝えられ,現在ブラジルでの活動は発祥の地であるフランスよりも活

発で,リ オデジャネイロやサンパウロなどの南東部が中心的な活動の拠点

となっている。カルデシズムは合理性と進化論を重視し,単なる宗教では



改宗を正当化する語 りの論理

なく,科学であり哲学であると説いている21)。 ヵルデシズムの教説を学ん

だ人々は,カ ルデシズムと天理教の教えとの連続性を強調するが,その一

方で,カ ルデシズムの教説の不十分さを補うのが天理教だという。

調査時点で改宗 2年 目の男性バウデ ミールは,娘が熱 を出 したときに

「おさづけ」で救けてもらったことがきっかけで改宗 した。彼は次のよう

に語っている。

「カルデシズムで新刊本が出たら必ずそれを買つて読むことにしてい

ました。天理教の本を読んでそれらと比べてみると根本は同じだとい

うことがわか ります。でも天理教の教え (元の理)の方がより深いと

ころまで言つていると感 じます。カルデシズムでは未だ明らかにされ

ていないと言う方がいいかもしれません。エスピリトの次元でそのこ

とを明らかにした本はまだ出ていません。しかし常に発展はあるので

す。」

カルデシズムにおいて「発展がある」という将来への観測は,いずれ発

展 した段階を体験することができるだろうという確信に繋がっている。そ

の確信は,聖書の預言にたいする信念に比肩するとみられる。このような

確信は,書 き記されたテクス トによってのみ生み出されているわけではな

い。霊媒者が存在するカルデシズムでは,彼 らが語る言葉も預言として理

解されており,話 されたテクス トも確信の源泉となっている。

64才 の女性リリアナは,子どもの頃からカトリック教会の聖歌隊に入つ

て活動 していた。熱心にカトリックを信仰 していたが,結婚後カルデシズ

ムにも足を運ぶようになり,霊媒者の指導を受けながら生活の指針を学ん

でいた。ある時,霊媒師が医者の霊を降霊させ,「 ここでは,な すべき事

を全てした。あなたはカルデシズムでは良くならない。しかし,あ る一つ

の教会で神様があなたを助けることができるだろう。そして,その神はこ

の世界に現れる最後の姿をしている。」と語った。その 2週 間後,霊媒師

が死亡した。それから後,彼女の家に非日系人の天理教の布教師が訪れる

ようになった。体調が優れなかった彼女は,布教師の「おさづけ」を受け,
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次第に回復する。膀脱を煩っていた彼女の友人ジュリアは, リリアナから

「オサヅケをしてもらったらいいわよ。パッセ (passe)と 同じだから。」

と聞かされ,教会を訪れるようになる2場
。ぁる日ジュリアが教会で祈 りを

捧げていたときのことである。目を開じて懇願している彼女の目の前に赤

いマントを着た人がいるのに気がついた。ハッとして目を開けると,その

姿はもう見えなかった。不思議に思った彼女は,布教師にその話しを伝え

た。布教師は,「それはオヤサマで,あ なたがここに来るように呼んで下

さった方なんです」と伝えた。そのことがジュリアにとって霊媒師の「預

言」の確証になったという。ジュリアはリリアナにもその「証 し」につい

て話し,彼女らは天理教に改宗する決意ができたのだった。

カルデシズムからの改宗者は,天理教に改宗した理由はエスピリトが高

いレベルに上がったことにあると説明する。それゆえ,天理教はカルデシ

ズムよりも進んでいるのだという。彼らにとって天理教への改宗はエスピ

リトの進化に応 じた結果なのである。

2 否定的タイプの改宗の事例

次に,否定的タイプの改宗の事例をみることにしよう。このタイプでは
,

改宗後それまでの信仰のあり方を「正しくない」あるいは「程度が低い」

と見なす傾向があり,救済体験が非常に重視される。ここでは,フ ォーク

カトリシズムとペンテコスタリズムからの改宗の事例を検討する。

(1)フ ォークカ トリシズムの場合

ブラジルに限らず,ラ テンアメリカでは聖母マリアに対する信仰が篤 く,

また聖人信仰も盛んである。ここでは,民衆レベルで受け入れられている

このようなカトリシズムをフォークカトリシズムとして理解する。フォー

クカトリシズムの信仰から改宗 した人々の間で最 も強調されるのはプロ

メッサ (promessa)20で ぁる。

アメリアは33才 の女性で 2児の母である。1983年 に母親が背骨を病んで

20日 間床についたが,知人の薦めで会長に「おさづけ」を取 り次いでも

らったところ快癒 した。それをきっかけに彼女は父母と当時婚約者だった
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現在の夫と一緒に教会へ参拝に行 くようになる。彼女の父は癌で亡 くなっ

たが,生前は教会に日参するほど熱心に天理教を信仰するようになってい

た。1989年 に長男が 3才 になり,細菌性の脳膜炎を煩った。彼女はその事

がきっかけで天理教の信仰を熱心に始めるようになった。

「私はシユウヨウカイに行 くことを神様に約束していたのですが,ま

だその時には行ってなかったので,その翌年 (90年 )に行 くことをあ

らためて神様にプロメッサしたんです。」

彼女の父は長男が発病してから2年後に癌で死亡したが,病床の父は彼

女に「癌が発見される前から自分の命を孫達に捧げるプロメッサをしてい

た」と語ったという。彼女は,父が教祖に自分の命を孫のために捧げると

いうプロメッサをしたおかげで子どもの病気が良くなったが,そ のことは

教祖が実際に生きている証拠なのだと語る。改宗当時の彼女の信仰には,

聖人や教祖にたいするプロメッサが強調されており,フ ォークカトリシズ

ム的な文脈に天理教の信仰を位置づけていたといえる。

ところが,面接調査では彼女のような改宗のパターンに属する多くの人

たちが,改宗後それまでの信仰のあり方を否定していることに気づかされ

る。1993年 に夫の病気がきっかけで改宗した50才代の女性も「プロメッサ

では聖人にお願いするんですが,本当は神様に直接お願いしないといけな

かったんです。」と語っている。彼女らは,聖人への祈 りを否定 し,神 に

対する直接的な祈 りを強調するが,そ こにフォークカトリシズムと天理教

との違いがあるのだと見なしている。また,こ のパターンでの改宗は,祈

りにおいてグラッサ (graca)24)を 願うことを否定 し,天理教における「′い

なおし」の表現である「′亡、の掃除」を強調する。なぜなら,天理教では

「人たすけたら我が身たすかる」と教えられ,ま ずは「人だすけ」の心に

なること,すなわち利他的精神が重んじられるからである。彼らにとつて

グラッサを願うという論理は,聖人にプロメッサを行なった結果,加護が

得られたと感 じられたときにはじめて返ネLす るということであり,加護と

返礼の交換の論理は天理教の利他的精神に反するのである。また,彼女は
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「カ トリックでは神様や聖人にお願いしていたが,天理教に改宗 してから

は,そ うすることをやめた。自分がすべきことは,神 によって生かされて

いる事実をまず感謝することなのだ」と語る。彼女の理解では,グ ラッサ

を受けることを目的としたフォ‐クカトリシズムの信仰はエスピリトの幼

い段階のものであり,感謝の念を表す内省的な態度のなかにエスピリトの

進化が実感されるのである。

フオークカトリシズムからの改宗は,多神教的な聖人信仰から唯一神を

要とする信仰への変化をも意味 している。19世紀のカ トリシズムでは
,

フオークカトリシズムを廃 し,聖書に基づいて唯一神を強調 しようとする

ローマ化 (Romanizacao)が 進められた [Ohveira 1978:13]。 しかし,筆

者の調査では,経典的カトリシズムからの改宗の事例の割合が圧倒的に少

なかったということからも推測できるように,ブラジルにおいてカトリシ

ズムのローマ化が成功を収めているとはいえないだろう。その一方で,近

年のペンテコスタリズムの急成長は,従来のカトリシズムが成し得なかっ

た一神教的な信仰形態を徹底させようとしている流れといえる。このよう

な状況において,天理教もプロテスタンティズムと同じように,多神教的

なカトリシズムの宗教的風土を一神教化しようとしているということがで

きる。

アメリアは息子の病気の「責任は私にある」とか,「人間は自分自身の

心の主人ですから心の持ち方如何で自分のいんねんを変えることができ

る」と語る。このような言説は,フ ォークカトリシズムからの改宗を分析

する上で極めて重要である。彼女が語るように,それらは「カトリシズム

では説明してくれない」部分だからである。また,フ ォークカトリシズム

の場合のような否定的タイプの改宗の事例においては,「いんねん」を重

要な信仰上の説明原理として受け入れて内省することを重視 していること

は注目すべきである。フォークカトリシズムには見られなかった「いんね

ん」の教説は,信者各人の責任において「′亡、」の浄化を行い,自 らの「い

んねん」を変えることが救済に繋がるという信仰を植え付けている。すな
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わち彼女の語 りは「′亡ヽなお しの災因 。救済論」を内在化 したことを意味 し

ている。

(2)ベ ンテコスタリズムの場合

ブラジルのプロテスタントは,19世紀にブラジル南部に移住 した ドイツ

移民によってもたらされたのが最初である。20世紀にはいるとペンテコス

タリズムの運動が見 られるようになり,初期には1910年 にサンパウロでコ

ング レガ ソ ン・ク リス タ ン・ ド・ブ ラ ジル (COngregacaO crista dO

Brasil)が,1911年 にベ レンでアセンブレイア・デ・デウス (Assemblё ia

de Deus)が 生まれている。その後,ベ ンテコスタリズムは信者を増や し

ながら多 くの分派を生み,ブラジルの宗教人類学者カルロス・プランドン

が90年代の終わりにはプロテスタント人口の90%を ベンテコスタリズムが

占めるようになるだろうと指摘するほど,活動は活発である [Oro 1996:

26への引用 ]。 ペンテコスタリズムの特徴には,禁酒禁煙 といった世俗内

禁欲の徹底をはじめとするい くつかの項目が指摘されるが,な かでも信者

が「クレンチ (信者)の人生は教会にある」としばしば語るように,教会

活動の重視があげられよう [Branda0 1988:48]。 ペンテコスタリズムの

信者らは,ク レンチ (crente)と いう強固なアイデンテイテイによって教

会に結びつけられており,彼 らの間ではいわば画一的なライフスタイルが

形成されているといえる。それゆえ信者以外を排他的に扱うという志向を

生むことになる。クレンチとは, もともとは信者を意味する価値中立的な

ポル トガル語であるが,神 を求める信者のなかの信者であるという意識が

ベンテコスタリズムにおける信者の強固なアイデンティティ形成に関わつ

ているのである。

さてエリザの場合は,父がエホバの証人で母はカトリック信者である。

本人は両親の影響も受けたが,ア センブレイア・デ・デウスに改宗した経

験がある。彼女は2人の女の子の母親であり,夫との離婚が原因で知人の

紹介によって天理教に改宗した。改宗後,彼女は天理教による「′いなおし

の災因 。救済論」を学ぶことでペンテコスタリズムやアフロブラジリアン
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宗教の災因・救済論を下位のものとみなすようになった。彼女は,悪魔が

災いを引 き起こすと考えることは遅れた考え方だと言う。

「近所の人達は天理教の黒い法被が地獄の色だというんです。悪魔の

色だと言うんですよ。とても遅れた見方をしていると思うんですがね。

本当はあの人たちが言う地獄なんてないのにね。地獄というのはお父

さんが子供を殺 したり,子供がお父さんを殺 したりする,そ ういうこ

とを言うんです。どろぼうするとかね。それが地獄なんです。エスピ

リテイズモ29だ ってそうですよ。彼らは霊を教化する (dout五nar O

espfr■ o)と いう言い方をします。霊を教化 して,良い霊になるよう

にすると言うんです。地獄から引き上げるためにね。」

ところで,彼女の改宗の動機は,酒に溺れて暴力を振るっていた夫との

離婚にあった。ラテンアメリカ社会では男性性が過度に誇張され,妻は横

暴な夫に対しても従順であらねばならない, とするマチズムが存在する。

大平健は,ベルーの貧民街の事例調査を通じて,そのような女性を処女懐

胎の聖母マリアに自らをなぞらえる「聖母たち」であると指摘 している

[大平 1986:68]。 夫の暴力に耐えていた間は,彼女も「聖母たち」の一

人たらんと願っていたのかもしれない。彼女の語 りには「愛」や「つなが

り」といった言葉が強調される。離婚後,カ トリック文化の外に身を置か

ざるをえなくなった彼女は,それらを求めてアセンブレイアに通い始めた。

しかし,彼女の希望とは裏腹に「愛」や「つながり」を見出すことができ

なかった。教会では服装にもうるさく,それなりに着飾っていかなければ

誰も相手にはしてくれなかった。また,信者らの間には階層意識が強くあ

り,それによってグループに分かれていたという。結局,彼女は「クレン

チとは友達になれなかった」。その後,天理教に改宗することでようやく

求めていたものを獲得 したという。彼女は,天理教ブラジル伝道庁の修養

会に参加し,「愛の大きさ」や「一致団結 (uniao)す る大きな力」を感 じ

ることができたという。

「天理教の教会だったら雰囲気の中にうまくとけ込むことができます。
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カイチョウサンと十分に話ができますし。アセンブレイアだったら,

牧師は話が終わればそれで終わりなんですよ。それに牧師が貧しい人

の家に行 くということもありませんよ。逆に貧しい人は教会に行こう

としますがね。……シュウヨウカイに行ったときには『愛』の大きさ

を感 じました。」

一方,彼女の「つながり (uniao)」 への志向は,ラ テンアメリカの都市

問題の結果でもあると見られる。彼女が住んでいる地区では,こ こ20年 間

に低所得者層が不法占拠によって住宅を増やした。住民の多くはそれ程良

い暮らし向きであるとはいえず,そ こでは毎日のように幅の狭い路上で ト

ランプに興じている失業者の姿が伺える。そうした住民に対 して,彼女は

「近所づきあいで仲のいい人なんか作れないし,信用もできない」と語つ

ている。

さて,彼女は離婚後の不安を解消させたいと望んでいたが,天理教に改

宗後,布教師からは問題を作った種をなくさなければならないとの指導を

受ける。そして,彼女は教義講習会と修養会に行 く。

「コウシュウとシュウヨウカイに行ったのは……どうして私があのよ

うな結婚をしなければならなかったのか,その原因が知 りたいと思つ

たからです。というのも布教師に私の離婚は前世のことが原因してい

ると聞かされたのですが,そ れがどういうことなのか良くわからな

かったからです。……私の祖父は6部屋ある家に住んでいたんですが,

祖父と祖母はそれぞれ自分の部屋で寝るような夫婦だったんです。結

局一つ (uniaO)じ ゃなかったんですよ。その種が孫にまで渡ってき

たということなんです。」

彼女は,祖父母の夫婦のあり方を思い出すことで,自分の離婚が「いん

ねん」という種によるものだと理解した。彼女は,悪魔をはじめとするエ

スピリトが災いをもたらすというそれまでの考え方を遅れたものであると

見なし,「いんねん」という説明原理に置き換えたのである。
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結論

筆者は,エスピリトの災因 。救済論の観点から天理教に改宗した非日系

ブラジル人の「語 り」を分析 しながら,ブラジル北東部における天理教の

受容と展開を論 じてきた。天理教への改宗は,「エスピリトの進化」とい

う信仰とエスピリトの存在様態をヒエラルキカルに捉えるビジョンによっ

て事後的に正当化されているといえる。ブラジルの宗教的風土において

「霊」と呼ばれる実体視され外在的にオ巴握されるエスピリトと「′とヽ」とし

て人間に内在するエスピリトは,既存のエスピリトの諸様態であって,な

かでも外在的なエスピリトはブラジルの諸宗教で幅広 く共有されているも

のである。しかし,天理教の場合は,「′と、」が災因・救済の根本であると

いう考え方の徹底を図り,その意味においてブラジルで特徴的な信仰体系

を切 り捨てている。信者らにとって天理教の信仰は,エスピリトの様態論

において既存のブラジルの宗教とは一線を画するものなのである。それは
,

否定的タイプに顕著だった。また,補完的タイプでは,以前の宗教の聖典

で示された意味構造を止揚 しながら,天理教に改宗した後,以前の宗教を

否定はしないものの「エスピリトの進化」の枠組みで解釈 していることが

みてとれた。そこに彼らの改宗の正当性が語られた。

最後に,以上の議論を踏まえた上でブラジルにおけるこれからの天理教

の展開について触れておきたい。信者の「語 り」を見る限り,天理教はブ

ラジルの宗教的風土に共通してみられる「外在する霊の災因 。救済論」を

切 り捨てているが,こ のことは,ブラジルにおける天理教の教勢の伸び方

と無関係ではないだろう。確かに,ブラジル北東部の天理教は南東部でみ

られた日系人の精神的紐帯としての意味を離れて非日系ブラジル人のなか

に受け入れられつつあるといえる。とはいえ,教会設立後20年 を経ようと

する現在もその信者数が目覚ましく伸びているというわけではない。

同時期にレシーフェ市で布教を開始した PL教団では,入会者数が既に

約四千人を数えてお り (1998年 9月 現在),天理教のそれとは格段の差が

みられる。また,救世教でもPL教団と同程度の信者数を獲得 しているよ
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うであるが,こ れらの教団は,「′亡、なおし」を重んじる点で天理教と共通

点があり,本稿で筆者が論じたエスピリトの様態論においてブラジルの既

存の宗教と非連続的な関係にあるとみられる20。 それでもなお,こ れらの

教団が非日系ブラジル人に幅広く受容されているのは,災因 。救済論にお

いて切 り捨てている部分を補うために十分な要素を教団佃lが準備しており,

それによつてブラジル人の宗教的欲求を満たすことに成功 していることが

考えられる。例えば中牧 [1985]が 指摘 したように,PL教団では個別的

な「生活指導」を徹底して行うことで都市生活者の要求に応えており,そ

れが会員の増加に繋がっているとみられる。

ブラジルの天理教は,2001年のブラジル伝道庁創立50周年に向けてブラ

ジル全州に布教拠点を作る活動目標を立てている。その展開が,本稿で分

析 したような非日系ブラジル人が元来持つていた思考様式を切 り捨てるこ

とに繋がるとしても,それを補完しうる要素を明確に提示しアピールする

ことができない限り,その作業は困難を伴うだろうと思われる。
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注

1)ヴェージヤ誌の委託によつてヴオックス・ポプリ社が1997年 3月 に行つた

調査によると,ブラジルの宗教人口の割合は,カ トリック (72%),プ ロテス

タント (11%),無宗教 (9%),エスピリテイズモ (3%),カ ンドンブレ。
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ウンバ ンダ (1%)と なっている。調査対象は1998人 ,調査範囲はプラジル

全土である。[Toledo 1997:100]。 日本の新宗教はエスピリテイズモのなかに

含まれているようである。

2)こ れらの教団が発表 している信者数 (会員数)の概数は,生長の家250万

人,世界救世教30万人,PL教団60万人,創価学会15万 人,天理教 2万 人であ

る。なお,数字には脱会者の人数は含まれていないようである。

3)日 本における文化庁の宗教教団信者統計にもみられるように,ブラジルに

おける各教団の信者数 も実際の数値を超えていることが十分に推測される。

とはいえ,日 本の経済力を強烈に印象づける車や電気製品などの輸入品はも

とより,日 本文化に対する関心はブラジルの少なからぬ人々の間で注目され

てお り,新宗教 もその例外ではない。

4)筆者は,1997年 2月 から同年 3月 にかけて,ブラジル北東部の天理教教会

において非 日系人信者を対象に質問紙調査 (56名 )と 面接調査 (20名 )を行

なった。レシーフェ市 とその隣町であるアブレウ 。工・リマ市にはノルデス

テ芳洋教会 (1979年 設立)と レシーフェ芳洋教会 (1995年 設立)がある。

5)改宗とは,あ る特定の宗教の信仰を捨てて,他の宗教の信仰に入ることを

いう [高木 1973:81]。

6)1998年 11月 現在,ブラジルの天理教の教会数は78箇所で,サ ンパウロ州に

63箇所 (サ ンパウロ市内には31箇所),パ ラナ州に 8箇所,そ れ以外の州に 7

箇所 となっている。

7)筆者が調査を行ったレシーフェ市及びアブレウ 。工・リマ市は北東部ブラ

ジルに位置 し,ブラジル史において早 くからポル トガル人の植民地化が進め

られた沿岸都市の一つである。1570年代から1670年代 まで,こ のあた りから

少 し南部に位置するバイーアまでの地域で砂糖生産が行われ,ブ ラジルは世

界最大の砂糖生産国になった。今でも都市部を少 し離れると,サ トウキビプ

ランテーションが広がっている。1991年現在,レ シーフェ市の人口は約130万

人で,近郊のオリンダ市やイガラスー市などと大都市圏を形成 している。

8)エ スピリト (espfritO)は ,日 本語では霊,心,精神 という訳語が充てられ

るが,本稿では霊,お よび′亡ヽの意味で用いている。

9)本稿で提示する「エスピリトの災因・救済論」は,信者自身が事後的に語

る各宗教 (教団)の教説を筆者が再構成 して導 き出 したものである。それゆ

え,こ こで説明されているエスピリトの諸様態が必ず しも各宗教 (教団)に
よる説明と一致 しない可能性があることに注意されたい。元来,各宗教 (教

団)の真正なる教説 と信者 レベルでの教説の理解の仕方には,時 として食い

違いが生 じていることが考えられる。しか し,そ れがどのようなものである

のかを明示することは本稿の目的ではない。その意味において本稿は,宗教

(教団)の教義学的 。神学的レベルからの分析を意図したものではない。
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10)松岡はこの用語を「霊の進化」あるいは「霊的進化」と訳 している。

11)た とえば, ドミニカで活動 しているカリスマ刷新運動に属するカナダ人神

父タルデイフ (Enlihano Tardif)の著書がブラジルで翻訳 されて読まれている

が,そ の中で法王パウロ6世が次のような説教を行ったことを強調 している

部分がある。「今 日のキリス ト教会が主として必要 としていることは,悪魔 と

いう名を持った悪からの解放である。悪 とは何者かが欠如 していることでは

な く,積極的に働 きかける主体のことである。それは,生 きていてスピリ

チュアルなものであ り,よ こしまな存在である。」[Tardif 1997:80]

12)こ のタイプの人々は,カ トリシズムからの入信者32人のうちの 2人 とカル

デシズムからの入信者 2人である。

13)本稿ではプライバシーを守るため信者の氏名は仮名にしている。

14)天理教において「おぢば」 とは,人間が創造 された元の地点であ り,人類

の親のおわす里,す なわち「親里」 と呼ばれる。このことから「おぢば」に

参拝することは里に帰ることを意味 し,「おぢばがえり」 と呼ばれる。また ,

用木 とは,17歳以上の信者で,本部において 9度 の別席 と呼ばれる講義を聞

き,天理教の統括者である真柱から直接「さづけの理」を拝戴 した者を言 う。

用木はたすけの業である「おさづけ」を取 り次 ぐことができる。

15)ポ ル トガル語の聖書には,「verdade(真理,真実)」 という語が412箇所で

使われている。そこでの使用例は,次のように三つに分類することができる

と思われる。すなわち,(1)真理=イ エスleg。 マタイ22:15-16,マ ルコ

12:14],(2)真 実=神 (の 道)降g.ヨ ハネ 3:3133,黙示録 15: 3-4],

(3)真理 =イ エスの属性 (証 し,言葉)leg.ヨ ハネ 5:31-33,17(イ エスの

祈 り):17,エ フェソ 1:13]である。聖書における「真理」 とは,イ エスで

あ り,神であり,イ エスの属性である証や言葉などであ り,「すべて真実なこ

と,すべて気高いこと,すべて正 しいこと,すべて清いこと,すべて愛すべ

きこと,すべて名誉なこと,ま た徳や称賛に値すること」 [フ イリピ4:8]で

ある。それは価値の基準に関係 し個人の倫理性に関わることが らであって ,

神あるいはイエスを通 じて表現 されるもの といえる。検索は,ブ ラジルの

ホームページ Henig Net の Biblia On―Lineに よる。http:′′
…

.henig.cOm.br

/biblia/

16)イ ンフォーマントが天理教用語を日本語のまま会話の中に使用 している場

合はカタカナ表記する。例えば,「カイテョウサン」(会長さん),「オヤサ
マ」 (教祖)な ど。

17)用木が「おさづけ」を取 り次 ぐ救済活動は「おたすけ」 と呼ばれている。

18)金子レシーフェ芳洋会長によると,実際のたすけの現場では次のように語

られている。「おたすけで例えば目の悪い人だったら,日 は, くにとこたちの

みことさんの御守護で, くにとことたちのみことさんが何かをあなたに教え
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ようとしておられるんだから『水ごころ』,水のような澄んだ優 しい心になっ

て頑張 らしてもらおうといってお話 ししてあげて,今度良 くなったときに神

様からのお試 しはいらなくなったんだよというんです。」なお,「 くにとこた

ちのみこと」 とは十ある神の属性の一つであ り,そ の守護は「元の理」で語

られている。

19)解 放の神学に関 しては国内でも多 くの著作があるが,「意識化」について

はフレイレ [1991]がある。

20)「親神」 とは天理教における神格であ り,「天理工命」はその呼称である。

また,「甘露台」 とは奈良県天理市にある天理教教会本部の神殿の中心に据え

られた柱で,そ の場所で人間創造が行われたと教えられている [天 理教事典

参照]。

21)カ ルデシズムの特色は実証主義が生まれたフランスの時代的状況を感じき
せるが,19世紀にブラジルの知識階層が近代化を進める上でコン トの実証主

義を学んだことは,カ ルデシズムのブラジル進出と深いつなが りがあるよう
に思われる。

22)パ ッセとはカルデシズムにおいて個人の救済を目的としたたすけの業であ

る。 リリアナの指摘は元カルデシズムの信者からほぼ例外なく語 られている。

23)プ ロメッサ とは,「誰かが難病等 を患 っているとき,そ れか らの回復 を

願つて,あ るいはそれからの回復 を感謝 して,そ の人本人 もしくはその縁者

がある聖人の聖地へ巡ネL」 した り,ロ ウソクや生け花などを供物 として供え

ること,な どを指す [吉田 1994:136]。

24)グラッサは神や聖人から頂戴する加護の意味で用いられる。

25)ブラジルでは,通常エスピリティズモとはカルデシズムやアフロブラジリ

アン宗教の両方を指すが,こ の場合は後者の意味で用いられている。

26)筆者が1998年 8月 にブラジルで行った PL教団の調査では,一 人のブラジ

ル人教師が PL教団における「エスピリトのピラミッド」に同意を示 している。

なお,PL教団の調査結果については別稿を準備中である。

参考文献

大平健

1986『貧困の精神病理』岩波書店。

共同訳聖書実行委員会

1991『聖書』 日本聖書協会。

島薗 進

1996「′亡、なおしとは何か 一新宗教の日常的倫理実践 と日本の『′亡、』観の伝

統一」『宗教学論集』 19。



52           改宗を正当化する語りの論理

高木きよこ

1973「改宗」『宗教学辞典』小口偉一ほか監修,東京大学出版会,pp.81,82。

天理教教会本部編

1974『天理教教典』天理教道友社。

天理大学おやさと研究所     |
1977『天理教事典』天理教道友社。

中牧弘允

1989『日本宗教 と日系宗教の研究』刀水書房。

1985「ブラジルにおける日系多国籍宗教の現地化 と多国籍化 ―パーフェク

トリバテイー教団の場合―」『研究 レポー トⅨブラジルの日系新宗教』。

フレイレ,パ ウロ

1991『被抑圧者の教育学』小沢有作ほか訳,亜紀書房。

前山 隆

1978「適応ス トラテジーとしての擬制親族―ブラジル日本移民における天理

教団の事例」『人文科学論集』 12。

1997『 異邦に「日本」を祀る』御茶の水書房。

松岡秀明

1993「 日系新宗教への回心 一ブラジル世界救世教の場合」『宗教研究』297。

1997「霊の進化 ―ブラジルにおける世界救世教の受容 をめ ぐって」『東京

大学宗教学年報』15。

森幸一

1985「ブラジルにおける天理教の展開と組織化の特質」『研究 レポー トⅨ

ブラジルの日系宗教』。

山田政信

1998「 ブラジルの宗教的風土一カ トリシズムと新宗教の図式において一」『ア

メリカス研究』 3。

吉田栄人

1994「 祭 りと聖人信仰 一ユカタンの事例から」『ラテンアメリカ 宗教 と

社会』G・ アンドラーデ,中牧弘允編,新評論,pp.135-154。

Brandao,Car10s Rodriguez

1988 “Ser cat61ico: dimensOes brasileiras'',em RubeΠ I CeSar Fernandes et alli.

B,´銀ヌJι ttUAr RθれθりαO θじαθηιじαααθ ηαθづοηαι.Rio de」 aneiro:Graal,

pp.27-58.

Browll,Dhna

1986 し″rιbα?zααj Rθιむりοη α?2α Pοιjιづ6s tπ びrbαη B?´

`秘
づι.Michigan:UMI Re―

search Press

Cavalcanti,ⅣIaria Laura Viveiros de Castro



ラテンアメリカ研究年報 No.19(1999年 )

1990 "o espiritismo" em Leilah Landim (org.), si,rmis d,os tem,pos Di,uersid,ad,e

reli,gi,osa no Brasi,l. Cadernos do ISER No. 23, Rio de Janeiro : ISER, pp.

t47-r55.
Hess, David

1991 SpriNtists and Sci,enti,sts: Id,eologg, Spi,riti,sm, and, Braei,li,an Culture.
Pennsylvania : The Pennsylvania State University Press.

Kardec, Allan

1996 O liuro dos espiritos. 56o Paulo : Liwaria Allan Kardec Editora.

Oliveira, Pedro A. Ribeiro de et alli.

1978 EuangeliaaEd,o e comporto,mento religi,oso popular, Petrdpolis : Vozes.

Oro, Ari Pedro

1996 Auango Tsentecostal e rea4d,o catdti,ca. Petr6polis : Vozes.

Tardif, EmiJiano, e Josd H. Prado Flores

1997 Jesus estd,uiuo. Coleqdo Kerygma 1, 56o Paulo : Edig6es Loyola.

Toledo, Roberto Pompeu de

L997 "Crer em Deus, hoje." emVeja,1489 (30-13).

53


